












 

1.緒言 

 精神遅滞は,てんかん・脳性麻痺とならび小児神経科領域において最も頻度の高いもので

ある。またこれら三疾患は,たがいに合併する頻度も高く,医学的にはもちろん,社会的にも

大きな問題となっている。しかし,てんかんに合併する精神遅滞の実態はなお十分解明きれ

ていない。この解明には,当然,疫学的調査,なかでも多数の人口についての集団調査

population-based study が必要であるが,このような調査には多くの困難を伴うため,国の

内外を問わず,系統的,かつ広汎な研究はまだ行われていない。 

 われわれは,岡山県における小児てんかんの神経疫学的研究の一環として,小児てんかん

に合併する精神遅滞の実態について詳細に調査した。すなわち,小児てんかんにおける精神

遅滞の頻度(合併率),かかる症例の有病率,年間発症率,さらに,発作型別精神遅滞合併率,

精神遅滞を合併するてんかん小児例の推定原因および基礎疾患などにつき検討を加えた。 


